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赤池町養護老人ホーム天郷荘において 

町 の 人 口 

(7 月末日現在） 

4, 191人 

4, 729人 

8. 920人 

2. 708世帯 

男
 
女
 

総人口 

世帯数 No. 142 号 

O
 

と
 
じ
 

て
 
保
 
存
 
し
 

て
 
下
 
さ
 

い。 

お

年

寄

り

に

 

夏

期

見

舞

金

お

く

る

 

町
で
は
昨
年
か
ら
八
十
才
以
上
の
お
 

年
寄
り
に
夏
冬
期
見
舞
金
を
お
く
っ
て
 

来
ま
し
た
が
、
こ
と
し
も
お
年
寄
り
の
 

皆
さ
ん
か
ら
喜
ば
れ
ま
し
た
。
 

天
郷
老
人
ホ
ー
ム
で
は
町
長
以
下
執
 

行
部
、
厚
生
委
員
会
の
委
員
の
方
が
出
 

向
き
お
年
寄
り
を
講
堂
に
集
っ
て
い
た
 

だ
き
一
人
一
人
に
見
舞
金
を
手
渡
し
ま
 

し
た
。
 

そ
の
他
の
お
年
寄
り
の
方
（
長
期
療
 

養
者
）
に
は
福
祉
係
が
出
向
き
見
舞
金
 

を
渡
し
ま
し
た
。
 
一
人
寝
た
き
り
老
人
 

／

③

 

の
方
が
以
外
に
多
く
、
一
人
さ
び
し
く
 

暮
し
て
い
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
現
象
は
過
疎
か
ら
来
る
 

問
題
で
は
な
く
、
老
人
思
想
の
断
層
か
 

ら
く
る
、
ひ
ず
み
で
は
な
い
か
と
思
わ
 

れ
ま
す
。
 

福
祉
係
で
は
こ
れ
ら
の
一
人
寝
た
き
 

り
老
人
と
二
人
き
り
老
人
に
対
す
る
敬
 

愛
思
想
の
徹
底
化
に
つ
と
め
る
た
め
、
 

生
活
の
実
態
調
査
を
す
す
め
る
計
画
を
 

し
て
い
ま
す
の
で
住
民
の
皆
さ
ん
の
御
 

協
力
を
心
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。
 

こ
と
し
見
舞
金
を
贈
ら
れ
た
方
は
 

「
六
十
七
人
」
で
し
た
。
又
老
人
に
関
 

す
る
相
談
は
福
祉
係
を
活
用
し
て
下
さ
 

、
。
 

職
員
名
 

福
祉
係
長
 

大
谷
 
孝
進
 

ク 

係
 

荒
牧
 
嘉
乏
 

ガ 

日
高
 

一
雄
 

ク 

柳
川
 
正
司
 

福
 
祉
 
係
 

世
帯
更
生
資
金
調
査
 

委
員
会
委
員
決
る
 

委
 
員
 
艮
 

委
員
長
代
理
 

委
 

員
 

（
敬
称
略
順
不
同
）
 

阿
部
 
貫
一
 

木
村
伴
太
郎
 

山
下
 
次
男
 

西
村
 
正
人
 

木
村
伴
太
郎
 

松
井
 

猛
 

阿
部
 
貫
一
 

長
野
龍
次
郎
 

山
田
 
政
蔵
 

森
 
千
代
子
 

清
原
 
義
則
 

松
尾
 
重
男
 

書
 

記
 
大
谷
 
孝
進
 

こ
の
会
は
町
民
の
皆
さ
ん
が
世
帯
更
 

生
資
金
を
（
県
費
）
借
り
る
た
め
申
請
 

し
た
書
類
を
審
査
す
る
た
め
に
設
け
ら
 

れ
ま
し
た
。
 

委
員
の
選
出
は
規
定
に
も
と
づ
い
て
 

議
会
厚
生
委
員
会
、
社
協
、
民
生
委
員
 

学
識
経
験
者
、
行
政
機
関
の
職
員
か
ら
 

で
す
。
 

福
 
祉
 
係
 

九
月
の
こ
よ
み
 

一 

日
 

防
災
の
日
 
ガ
ン
制
圧
月
 

間
 

十
一
 
日
 

十
五
夜
 

十

五

 日
 
敬
老
の
日
 
老
人
福
祉
週
 

一
一
十
 
日
 

間
 

航
空
の
日
 
彼
岸
入
り
 

動
物
愛
護
週
間
 

一
一
十
三
日
 

秋
分
の
日
 

二
十
四
日
 
結
核
予
防
週
間
 

長
月
（
な
が
づ
き
）
と
は
夜
長
月
を
 

つ
め
た
も
の
 

花
暦
 
ふ
よ
う
（
繊
細
な
美
）
 



-(3 ) (2)七＝ い け か
 

あ
 

報
 

広
 

け
 

か
 

あ
 

報
 

広
 

青
少
年
リ
ー
ダ
ー
キ
ャ
 

ン
プ
大
き
な
成
果
を
納
 

め
楽
し
く
終
る
 

子
供
会
の
リ
ー
ダ
ー
練
成
を
目
的
と
 

し
て
毎
年
開
催
し
て
来
た
リ
ー
ダ
ー
キ
 

ヤ
ン
プ
は
陣
屋
ダ
ム
の
つ
ち
音
の
す
る
 

添
田
町
と
朝
倉
郡
と
の
境
に
大
薮
と
い
 

う
所
で
本
年
は
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

参
加
者
三
十
五
名
が
各
地
区
よ
り
集
 

第
十
ニ
回
郡
民
 

体
育
大
会
終
る
 

田
川
郡
九
ケ
町
村
主
催
の
ス
ポ
ー
ツ
 

の
祭
典
が
猛
暑
の
中
で
大
任
町
を
主
会
 

場
と
し
て
添
田
町
、
赤
村
に
そ
れ
ぞ
れ
 

の
種
目
を
分
散
し
て
盛
大
に
催
さ
れ
ま
 

し
た
。
 

赤
池
町
も
陸
上
、
卓
球
、
剣
道
、
ソ
 

フ
ト
ボ
ー
ル
、
庭
球
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
 

（
青
年
男
女
、
婦
人
）
の
各
種
目
に
出
 

場
し
暑
さ
に
負
け
ず
、
赤
池
町
の
燃
え
 

る
闘
志
を
田
川
郡
民
に
広
く
示
し
ま
し
 

た。 尚
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
婦
人
会
も
参
加
 

し
ま
し
た
。
成
績
は
次
の
と
お
り
で
 

す
。
こ
の
大
会
に
お
い
て
優
勝
者
は
県
 

大
会
へ
出
場
し
ま
す
。
 

陸
上
 
千
五
百
メ
ー
ト
ル
 

一
位
 

村
上
浩
一
一
 

二
位
 
高
林
晴
樹
 

五
千
メ
ー
ト
ル
 

一
位
 

村
上
浩
一
一
 

三
位
 
高
林
晴
樹
 

（剣 

道） 

優
 
勝
 

（
先
）
武
末
一
郎
 

（
四
）
皆
川
峯
生
 

（
中
）
世
良
修
 

（
副
）
浦
田
嗣
則
 

（
大
）
上
村
常
夫
 

ま
り
騒
音
と
喧
喋
の
赤
池
を
は
な
れ
た
 

山
村
の
た
た
づ
ま
い
の
中
で
の
研
修
が
 

二
泊
三
日
の
日
程
で
た
の
し
く
反
面
、
 

き
び
し
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
つ
く
ら
れ
実
 

施
さ
れ
ま
し
た
。
 

薪
で
た
く
食
事
の
準
備
、
テ
レ
ビ
の
 

全
然
う
つ
ら
な
い
山
中
の
一
刻
は
、
只
 

人
と
人
の
交
流
だ
け
で
つ
く
ら
れ
て
い
 

き
ま
す
。
 
モ
ー
ソ
ウ
竹
で
つ
く
っ
た
食
 

器
や
箸
、
ま
る
で
お
と
ぎ
の
国
の
中
で
 

の
生
活
で
、
今
か
ら
の
子
供
や
子
供
会
 

（添田町大薮キヤ ンプ場において） 

（庭 

球） 

二
位
 

（卓 

球
）
 

二
回
戦
に
惜
敗
 

（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）
 

三
位
 
青
年
男
子
 

二
位
 
青
年
女
子
 

婦
人
バ
レ
ー
は
二
回
戦
に
て
惜
敗
 

（
老
人
競
技
）
 

二
位
 

秋
の
交
通
安
全
運
動
 

の
実
施
に
つ
い
て
 

期
間
 
九
月
二
十
一
日
（
金
）
か
ら
 

九
月
三
十
日
 
（
日
）
ま
で
の
十
日
間
 

重
点
目
標
 

歩
行
者
事
故
、
と
く
に
こ
ど
も
と
老
 

人
の
事
故
防
止
 

※
子
供
の
事
故
の
特
徴
 

〇
 
と
び
だ
し
に
よ
る
事
故
 

（
こ
ど
も
は
自
己
中
心
で
自
分
の
こ
 

と
だ
け
を
考
え
て
行
動
し
ま
す
）
 

〇
 
路
上
遊
び
に
よ
る
事
故
 

（
遊
び
に
夢
中
に
な
っ
て
、
目
の
前
 

に
車
が
現
わ
れ
て
も
気
が
つ
き
ま
せ
 

ん） 

〇
 
自
宅
か
ら
五
百
メ
ー
ト
ル
以
内
の
 

事
故
が
多
発
し
て
い
る
 

（
魔
の
時
間
は
午
後
二
時
か
ら
六
時
 

ま
で
。
こ
の
時
間
帯
は
子
供
が
学
校
 

か
ら
帰
っ
て
屋
外
で
遊
ぶ
時
間
、
し
 

か
も
母
親
は
、
買
物
、
タ
食
の
準
備
 

で
お
わ
れ
子
供
か
ら
目
を
は
な
ち
が
 

ち
に
な
る
時
間
）
 

※
お
母
さ
ん
方
に
 

ま
も
っ
て
ほ
し
い
こ
と
 

O
道
路
を
歩
く
と
き
は
，
こ
ど
も
を
右
 

は
ど
う
し
て
行
く
か
と
話
し
あ
い
ま
し
 

た。 こ
の
様
な
中
で
の
「
キ
ャ
ン
プ
フ
ア
 

イ
ヤ
ー
の
タ
べ
」
や
、
 
い
ろ
ノ
、
た
の
 

し
か
っ
た
経
験
と
知
識
の
中
で
大
き
な
 

成
果
を
納
め
、
一
人
の
落
伍
者
も
な
く
 

た
の
し
く
終
わ
り
ま
し
た
。
 

皆
さ
ん
進
ん
で
子
供
会
の
行
事
に
は
 

参
加
し
ま
し
ょ
う
。
 

池
田
紫
酔
秀
句
鑑
賞
 

下
 
田
 
水

心

子

 

氏
は
緒
方
句
狂
没
後
、
絶
え
て
い
た
 

赤
池
ホ
ト
ト
ギ
ス
旬
会
、
後
に
公
民
館
 

句
会
を
再
建
さ
せ
地
道
で
あ
る
が
、
定
 

着
さ
せ
た
人
で
あ
る
。
 

本
名
吉
六
（
九
支
所
在
住
）
氏
は
国
 

鉄
参
事
を
歴
任
後
、
福
間
駅
長
を
最
後
 

に
勇
退
、
出
生
地
に
帰
郷
さ
れ
、
氏
自
 

身
信
仰
と
さ
れ
て
い
た
俳
旬
を
、
九
支
 

所
公
民
館
で
附
近
の
人
達
に
手
ほ
ど
き
 

を
始
め
ら
れ
た
。
 

昭
和
三
十
三
年
の
早
春
の
頃
で
あ
っ
 

た
。
紫
酔
氏
は
国
鉄
在
職
中
、
各
地
の
 

俳
句
指
導
に
尽
力
さ
れ
、
赴
任
地
に
お
 

い
て
必
ら
ず
俳
句
会
を
作
ら
れ
、
俳
旬
 

側
に
、
こ
ど
も
の
左
手
首
を
し
っ
か
 

り
に
ぎ
っ
て
 

。 

S 48年7月末 (S48年6月末日現在） 赤池町における事故発生件数 

区 分 全死者数 
(15才以下） 

こども 

（加才以上） 

老 人 

昭和47年 570 61 143 

同期 

対比 

48年 

47年 

増減 

256 40 61 

62 28 260 

一4 十12 - 1 

47年 46年 

44 

5 

63 

41 

3 

45年 44年 

34 

1 

49 58 

38 

1 

48 

43年 業 
29 

3 

37 

発 生 

死 者 

傷 者 

数
 

件
 

24 

0
 

38 

分
 

区
 

生
 

発
 

者
 

死
 

者
 

傷
 

駅
長
と
し
て
親
し
ま
れ
、
県
下
に
数
多
 

く
の
優
秀
作
家
を
育
て
ら
れ
た
。
 

又
、
氏
は
多
く
の
秀
句
を
発
表
し
て
 

い
る
が
、
又
文
筆
家
と
し
て
も
有
名
で
 

あ
る
。
 

数
年
前
、
町
時
報
に
長
く
，
 
「
俳
句
 

断
片
」
を
執
筆
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
誌
上
で
 

も
数
多
い
文
章
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
 

こ
れ
ら
の
作
品
、
そ
し
て
文
章
の
書
き
 

方
に
つ
い
て
、
氏
は
「
俳
句
に
拠
る
よ
 

こ
ろ
が
多
い
」
と
云
っ
て
い
る
。
 

「
俳
旬
は
十
七
音
の
中
に
、
そ
の
中
 

に
、
そ
の
も
の
す
ば
り
を
縄
め
な
く
て
 

は
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
も
の
を
書
く
の
 

に
役
立
っ
て
い
る
」
と
も
言
っ
 
て
い
 

る。 断
崖
を
落
ち
ゆ
く
蝶
に
海
女
沈
む
 

紫
 
酔
 

代
表
句
で
あ
る
。
季
題
は
蝶
で
、
春
で
 

あ
る
。
 

一
片
の
蝶
が
断
崖
を
こ
ろ
げ
る
よ
う
に
 

海
女
が
海
深
く
沈
ん
で
ゆ
く
、
空
と
海
 

と
の
動
作
を
一
直
線
に
捉
え
て
見
事
な
 

景
を
な
し
て
い
る
。
 

月
の
礁
の
ぽ
る
案
内
の
影
法
師
 

紫
 
酔
 

言
う
ま
で
も
な
く
名
月
の
夜
で
あ
 

る。 月
光
の
艦
を
登
っ
て
い
る
作
者
と
そ
 

の
影
法
師
で
あ
る
。
 

背
後
か
ら
の
月
光
に
作
者
自
身
の
影
 

が
、
己
を
導
い
て
く
れ
る
よ
う
な
案
内
 

人
の
よ
う
に
先
を
行
く
、
己
の
影
を
案
 

内
人
と
感
じ
た
作
者
の
見
方
、
過
去
例
 

の
な
い
漸
新
さ
に
敬
服
す
る
。
 

〇
自
転
車
は
か
ら
だ
に
合
っ
た
も
の
を
 

与
え
、
安
全
で
正
し
い
乗
り
方
を
指
 

導
し
ま
し
ょ
う
。
 

〇
こ
ど
も
が
道
路
で
危
険
な
行
動
を
し
 

て
い
る
と
き
は
、
た
と
え
他
人
の
こ
 

ど
も
で
も
「
愛
の
一
声
」
を
…
・
・
。
 

④
お
母
さ
ん
方
の
ち
ょ
っ
と
し
た
注
意
 

で
、
交
通
事
故
は
半
減
で
き
ま
す
。
 

家
族
か
ら
交
通
事
故
の
被
害
者
や
加
 

害
者
に
な
る
人
を
だ
さ
な
い
よ
う
に
 

し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
 

農
家
の
み
な
さ
ん
へ
 

農
地
改
革
に
よ
り
取
得
さ
れ
た
土
地
 

は
正
し
く
あ
な
た
に
登
記
さ
れ
て
い
ま
 

す
か
。
 

農
地
改
革
な
ど
で
、
国
か
ら
買
受
け
 

た
開
拓
地
や
、
農
地
は
、
そ
の
売
渡
し
 

を
受
け
た
人
に
正
し
く
登
記
さ
れ
て
い
 

る
か
確
め
て
下
さ
い
。
 

登
記
も
れ
を
そ
の
ま
ま
放
置
し
て
お
 

き
ま
す
と
、
昭
和
五
十
三
年
一
月
一
日
 

以
降
は
登
記
す
る
際
に
「
登
録
免
許
 

税
」
が
要
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

こ
の
た
め
目
下
「
登
録
状
況
調
査
 

票
」
を
配
布
し
て
関
係
者
か
ら
の
申
出
 

等
に
よ
り
、
登
記
洩
れ
や
、
誤
っ
た
登
 

記
の
把
握
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

今
一
度
、
登
記
簿
及
び
図
面
を
登
記
 

所
に
お
い
て
閲
覧
し
て
該
当
あ
る
場
合
 

は
「
登
録
状
況
調
査
票
」
に
記
入
の
上
 

当
町
農
業
委
員
会
に
提
出
し
て
下
さ
 

句， 

。
 

俳
 

亜
 

、
 

寺
 

、
 

ノ亡 

公
民
館
句
会
国
東
吟
行
 

ホ
ト
ト
ギ
ス
同
人
 

白
石
天
留
翁
 
選
 

宿
坊
の
網
戸
厳
重
な
り
し
か
な
 

一 

歩
 

タ
明
り
し
ば
ら
く
と
ど
め
蝉
の
声
 

青
 
甫
 

タ
蝉
や
年
月
古
り
し
供
養
塔
 

春
 
藤
 

ゆ
っ
く
り
と
旅
の
し
ま
い
湯
夜
の
秋
 

駒
 
女
 

冨
貴
寺
の
土
塀
は
朽
ち
て
花
煙
草
 

昭
 
女
 

山
門
に
秋
の
雷
き
く
泊
り
か
な
 水

心
子
 

雨
降
り
て
花
を
閉
じ
た
る
稲
出
か
な
 

栄
 
子
 

民
宿
の
半
分
を
占
め
秋
遍
路
 

桜
ン
坊
 

由
来
説
く
僧
の
矢
庭
に
虻
叩
く
 し

げ
お
 

選
 
者
 
吟
 

露
け
し
や
雷
火
に
裂
け
し
杉
立
て
り
 

天
留
翁
 

い。 
尚
、
調
査
票
用
紙
の
配
布
を
受
け
て
 

下
さ
い
。
 

赤
池
町
農
業
委
員
会
 

一
被
爆
者
名
簿
作
成
に
一
 

）
つ
き
該
当
す
る
方
は
一
 

》
届
出
を
 

一 

こ
の
ほ
ど
田
川
市
中
央
公
民
舘
で
田
 

川
地
区
被
爆
者
の
会
総
会
が
ひ
ら
か
れ
 

福
祉
係
大
谷
が
出
席
し
ま
し
た
。
 

総
会
の
席
で
会
が
公
表
し
た
と
こ
ろ
 

に
よ
る
と
被
爆
者
は
田
川
市
郡
で
百
三
 

十
名
い
ま
す
。
被
爆
を
受
け
た
方
は
戦
 

後
二
十
八
年
間
健
康
へ
の
不
安
と
生
活
 

へ
の
苦
痛
に
た
え
て
来
ま
し
た
。
 

し
か
し
こ
の
間
被
爆
者
が
も
つ
精
神
 

的
、
間
接
的
な
苦
し
み
は
言
葉
で
現
わ
 

す
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
が
あ
る
と
思
 

わ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
諸
問
題
を
解
決
 

す
る
た
め
に
は
被
爆
者
一
人
の
問
題
で
 

は
な
く
住
民
一
人
一
人
の
理
解
と
新
た
 

な
認
識
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
 

い
ま
す
。
 

し
た
が
っ
て
民
生
課
で
は
被
爆
者
の
 

生
活
の
状
態
や
健
康
状
態
を
つ
か
み
被
 

爆
者
救
済
の
一
助
に
し
た
い
と
思
い
ま
 

す。 当
時
、
長
崎
．
広
島
に
お
ら
れ
た
方
 

や
そ
の
子
供
さ
ん
で
町
内
に
居
住
し
て
 

い
る
方
は
、
民
生
課
大
谷
あ
て
電
話
で
 

も
結
構
で
す
か
ら
一
報
下
さ
い
。
秘
密
 

で
と
り
扱
い
ま
す
。
 

福
祉
係
 



は）ー け
 

い
 

か
 

あ
 

報
 

広
 

お

知

ら

せ

 

ベ
ト
ナ
ム
の
子
に
 

愛
の
手
を
 

廃
品
回
収
で
募
金
を
集
る
 

町
営
伏
原
子
供
会
は
、
戦
火
で
父
母
 

兄
弟
を
失
な
い
悲
し
ん
で
い
る
ベ
ト
ナ
 

ム
の
子
供
達
に
愛
の
手
を
と
い
う
こ
と
 

で
子
供
会
の
会
議
で
、
話
し
合
っ
た
結
 

果
、
私
達
で
出
来
る
事
は
と
考
え
た
末
 

夏
休
み
の
一
日
を
利
用
し
て
廃
品
回
収
 

を
行
な
い
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
単
に
一
子
供
会
だ
け
で
な
く
 

町
子
供
会
全
体
の
行
事
と
し
て
め
ぐ
ま
 

れ
な
い
ベ
ト
ナ
ム
の
人
々
に
愛
の
手
を
 

さ
し
の
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

敬
老
会
の
日
時
 

変
更
の
お
知
ら
せ
 

こ
と
し
の
敬
老
会
を
九
月
十
五
日
 

（
老
人
の
日
）
に
実
施
す
る
予
定
で
準
 

備
を
す
す
め
て
き
ま
し
た
が
、
異
状
な
 

暑
さ
で
ま
だ
残
暑
が
き
び
し
く
、
又
お
 

弁
当
な
ど
の
配
慮
か
ら
見
て
、
菊
か
お
 

る
文
化
の
日
（
十
一
月
四
日
）
を
中
心
 

に
又
こ
の
日
に
い
ま
建
設
甲
の
町
民
会
 

舘
が
落
成
し
町
制
も
三
十
五
年
に
な
り
 

ま
す
の
で
、
あ
わ
せ
て
こ
の
日
に
実
施
 

す
る
予
定
で
す
。
 

い
ま
ま
で
十
二
月
に
実
施
し
て
い
た
 

敬
老
年
金
を
敬
老
会
の
席
で
お
渡
し
す
 

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
 

町
民
皆
さ
ん
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
御
 

了
承
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
 

す。 

福
 
祉
 
係
 

卓
球
部
員
 

バ
レ
ー
ボ
ー
 

ル
部
員
募
集
に
つ
い
て
 

町
体
育
振
興
協
会
で
は
町
民
の
皆
さ
 

ん
の
体
力
の
向
上
を
は
か
る
た
め
卓
球
 

部
、
バ
レ
ー
部
の
部
員
を
募
集
し
，
次
 

の
よ
う
な
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
 

皆
さ
ん
気
軽
に
入
部
し
て
下
さ
い
。
 

卓
球
練
習
日
 

毎
週
水
曜
日
 
午
后
七
時
三
十
分
 

公
民
館
に
て
 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
練
習
日
 

毎
月
 
第
一
第
三
土
曜
日
 

午
后
七
時
三
十
分
 

赤
池
中
学
校
体
育
館
 

福
岡
県
警
察
官
の
 

募
 
集
 
案
 
内
 

1
．
試
験
の
期
日
、
場
所
 

イ
 
第
一
次
試
験
 

十
月
二
十
八
日
 

試
験
地
 

福
岡
市
、
北
九
州
市
、
飯
塚
市
 

久
留
米
市
 

ロ
 

第
二
次
試
験
 

十
一
月
中
旬
 

試
験
地
 
福
岡
市
 

2
、
受
験
申
込
期
間
 

九
月
十
七
日
か
ら
 

十
月
十
九
日
ま
で
 

※
 
郵
送
に
よ
る
申
込
み
は
十
月
十
 

九
日
ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
 

に
限
り
有
効
 

3
、
受
験
資
格
 

昭
和
二
十
一
年
四
月
二
日
か
ら
 

昭
和
三
十
一
年
四
月
一
日
ま
で
 

に
生
ま
れ
た
男
子
 

4
、
採
用
人
員
 

約
二
百
二
十
名
（
昭
和
四
＋
九
年
 

四
月
以
降
採
用
予
定
）
 

尚
 
詳
細
に
つ
い
て
は
田
川
警
察
署
 

又
は
近
く
の
派
出
所
、
駐
在
所
へ
お
 

問
い
合
せ
下
さ
い
。
 

一
時
停
止
場
所
の
 

お
 

知
 
ら
 

せ
 

赤
池
派
出
所
前
交
差
点
の
赤
池
町
役
 

場
前
の
道
路
か
ら
直
方
方
向
に
バ
イ
ク
 

自
動
車
等
で
進
行
す
る
場
合
、
前
方
 

（
直
方
方
向
）
が
青
信
号
で
あ
っ
て
も
 

停
止
線
（
白
線
）
の
左
側
に
県
公
安
委
 

員
会
の
「
止
ま
れ
」
の
標
識
が
立
て
ら
 

れ
て
い
ま
す
の
で
、
停
止
線
（
白
線
）
 

で
停
止
し
な
い
と
違
反
に
な
り
ま
す
の
 

で
注
意
し
て
下
さ
い
。
 

』

 

一
 

,

 

一
 

ー

、

 

王
・
 

一
九
月
の
衛
生
行
事
 

14 

日
（
金
）
乳
児
検
診
 

赤
池
町
公
民
館
 

13 

時
 30 

分
ー
 15 

時
 

（
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
）
 

18 

日
（
火
）
老
人
ホ
ー
ム
 

10 

時
ー
 15 

時
 

19 

日
（
水
）
三
区
公
民
館
 

10 

時
ー
 15 

時
 

20 

日
（
木
）
鋤
木
田
公
民
館
 

10 

時
ー
 15 

時
 

大
久
保
（
大
久
保
サ
カ
キ
宅
前
）
 

13 

時
ー
 15 

時
 

21 

日
（
金
）
草
場
公
民
館
 

10 
時
ー
 12 

時
 

八
区
公
民
館
 

13 

時
ー
 15 

時
 

25 

日
（
火
）
伏
原
公
民
館
 

10 

時
ー
 12 

時
 

中
尾
生
活
館
 

13 

時
ー
 15 

時
 

26 

日
（
水
）
中
尾
生
活
館
 

10 

時
ー
 15 

時
 

27 

日
（
木
）
赤
池
町
役
場
 

10 

時
ー
 15 

時
 

28 

日
（
金
）
上
野
保
育
所
 

10 

時
ー
 15 

時
 

お
 

礼
 

一
、
金
一
封
 
太
田
 

一
郎
殿
 

亡
母
ウ
メ
ノ
殿
（
四
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
広
瀬
 
俊
昭
殿
 

亡
父
鶴
吉
殿
（
十
五
支
所
）
 

一
．
金
一
封
 
山
下
 
高
義
殿
 

亡
母
レ
イ
殿
（
十
三
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
橋
田
 

キ
ツ
殿
 

亡
夫
辰
之
助
殿
（
十
三
支
所
）
 

】
、
金
一
封
 
福
島
栄
之
丞
殿
 

亡
妻
ナ
ル
セ
殿
（
十
九
支
所
）
 

以
上
香
典
返
し
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
社
 

会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
 

役
場
案
内
に
つ
い
て
は
都
合
に
よ
り
 

今
月
は
休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

な
お
来
月
は
教
育
委
員
会
と
公
民
舘
 

を
掲
載
し
ま
す
。
 

係
で
は
住
民
の
皆
さ
ん
の
投
稿
を
お
 

待
ち
し
て
い
ま
す
。
 


